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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 自生枝物のツルウメモドキ、ノイバラは生け花などの花材として近年需要が高まっている。しかし、こ
れら自生枝物は種苗の確保が難しいため栽培事例が少なく、その多くが山採りをして出荷されてい
る。今後産地の育成強化には効率的な増殖技術の開発が必要であるため、挿し木による自生枝物の
増殖方法を確立した。

(1) ツルウメモドキは挿し木方法として密閉挿しが適している。また、挿し床に含水率の低い山砂を
用いることにより、適量発根の割合が高くなる。

(2) ノイバラはミスト挿しが最も適しており、挿し床の種類にかかわらず良く発根する。密閉挿しの場
合は、挿し床に含水率の高い鹿沼土とピートモスを混合した用土を用いることにより、適量発根
の割合が高くなる。

(3) ツルウメモドキでは、挿し木部位に枝の中央部分を用いることで、ノイバラでは、挿し木部位に枝
の先端部分を用いることで適量発根の割合が高くなる。

２ 期待される効果

(1) ツルウメモドキにおいては、従来、根伏せによる増殖が一般的であったが、挿し木繁殖によって、
より簡易で効率的に増殖可能となる。

(2) 優良系統の大量増殖が可能となり、種苗供給体制を整えることが可能となる。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

(1) ツルウメモドキは雄雌異株である。市場性があるのは実のなる雌株なので、増殖の際は雌株を
選ぶようにする。

(2) 挿し木時期を7月とすると、定植適期に成苗となる為、効率良くほ場展開できる。

Ⅱ具体的データ等



Ⅲその他

１執筆者

諏訪理惠子・矢吹隆夫・草野秀一

２ 主な参考文献・資料

なし


